
   

講演『就職を目指した進路選択や自己理解に向けた支援 

～特別な配慮が必要な学生に向けて～』 

講師：秋田障害者職業センター 
主任障害者職業カウンセラー 中村 絢子 氏 

 
特別な配慮が必要な生徒の進路選択や自己理解に係るアプ 

ローチについて具体的な事例を交えて紹介していただき、特 

別な配慮が必要な生徒への関わり方や有効なツールについて 

理解を深めることができた講演でした。 

 

１、秋田障害者職業センターについて 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２、進路選択や自己理解に係るアプローチ 

①本人の考えや思いを捉える手立てを多く持つ  

 面談場面で考えや思いが表出されないことが多い。 

  背景には…言葉の理解が難しい、言葉にしづらい、したくない、 

       情報の整理が苦手、葛藤状況にある、など 

「言葉の理解力」と「話したい（話せる）気持ち」を分けてアプローチする 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 秋田県立比内支援学校 地域支援部 

 

地域支援だより 

 

 

 

Ｎｏ．５ 令和８年１月１４日発行 

 

 

 

１０月２９日（水）、大館桂桜高等学校で、県北地区高等学校特別支援チーム研修会を開催しまし

た。研修内容や参加者の感想を紹介します。 

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

秋田障害者職業センター

障害者

支援

関係機関

支援

会 社

支援

障害者と企業、関係機関に対して必要な支援を行っています。

＜言葉の理解力＞ 

・本人に理解しやすい言葉を選ぶ、 

ゆっくり話す、繰り返す 

・ワークシートに状況を書いてもらって

から内容を確認する 

・紙やホワイトボードに書いて整理する 

＜話したい（話せる）気持ち＞ 

・答えやすい質問（ＹＥＳ、ＮＯ選択肢） 

・本人が話しやすい話題から話す 

・話せることだけで良いことを伝える 

・何度か面談して信頼関係を構築する 

相談内容の 

例 

 



   

 
 

 

 

  

②適切な自己認識をもつために、身になる体験を積み重ねる 

 「好きな仕事」「やってみたい仕事」から「向いている仕事」を考えるアプローチが必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 参考ツール 】 

 

実践発表 『進学時における合理的配慮について』 
大館鳳鳴高等学校 富樫さつき先生から自校の取組について実践発表 

をしていただきました。実践事例の発表を通して、大学進学時の合理的 
配慮の実際や切れ目のない支援の大切さを学ぶことができました。実施 
した支援内容や、支援を行ったタイミングについても具体的にお話をい 
ただき貴重な機会となりました。ありがとうございました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

センター的機能をご活用ください 
自校（園）に特別な支援が必要なお子さんが在籍する場合には、ぜひ本校のセンター的機能を 

積極的にご活用ください。 

 ・就学先や進路先に関する相談   ・特性に応じた学習や療育に関する相談 

 ・ケースに応じたアセスメントの実施 

 ・職員、保護者向け研修会のお手伝い 

 ・ケース検討会での助言 

 ・お子さんや保護者との面談への参加 

 

地域支援担当【問い合わせ先】 

比内支援学校 教諭（兼）教育専門監  藤田久美子  

        特別支援教育ｺｰﾃﾞｨｰﾈｰﾀｰ  根本 陽子 

TEL 0186-55-2131   FAX 0186-55-2132 

障害や特性の有無に関わらず自己理解ができるツールが多く存在している

と知ることができ、自分自身も活用してみたいと思った。 

体験的な学習場面の設定 体験した事柄の評価の確認 

（自己評価、他者評価） 

★仕事は会社から与えられ、「他者評価で自分の価値が決まること」の理解 

★体験したことを次の段階につなげていくためには、様々な角度からの分析と 

フィードバックが必要。※生徒任せにしてはいけない。ここが教師の出番！ 

 

↑ 就労支援のための訓練生用チェックシート 

ナビゲーションブック → 

必要な場面で適切な他者評価を生徒にフィードバックし、自信を高めつつ

も、本人に合った進路が選べるような丁寧なサポートが必要だと分かった。 


